
＜始動、停止方法＞ ＜エンジン始動困難、続かない＞
　　

①燃料の注入　 エンジンが始動しない場合の原因は、燃料が回らない、

　　ガソリン１２：オイル１　の混合ガソリンになります。 燃料オーバーになっている。

　　※オイルは４サイクル用またはディゼル用オイルで混合 スパークプラグが点火しないなどの原因があります。

②燃料コックを開く 点検、調整要領

①燃料タンクからキャブレターにつながるガソリンパイプ

　（透明なビニールパイプ）内にエアーが入っていないか？

　無くなるまでスターターロープを引く

　燃料タンク内に燃料が少ない場合もエアーが入ります。

②燃料オーバーになってる場合

　燃料コックを閉じて、スターターロープを引いて

③チョークレバーを開く 　シリンダー内の燃料を排出する。

　プラグを取り外してプラグを清掃する。

③スパークプラグより火が出ているか確認する。

　プラグを外してゴムキャップに取付てプラグ

　金属部をさく岩機に触れさせてスターターを引くと

　正常であれば火花が出る。

④スターターロープを引く

　※初めて使用する場合は燃料が回るまで数回引きます。

　　　エンジンが始動しかかったらスターターロープを引くのを

　　　やめてください。そのまま引きすぎると燃料オーバーに

　　　なります。

⑤チョークレバーを閉じる

　　チョークレバーを閉じたら再びスターターロープを引きます。

　　エンジンが始動します。 　　　注）感電に注意してください。

　　※エンジンが始動しなかったら再度④、⑤の作業を行って

       ください。

⑥スロットルレバー ④エンジンが続かない、回転が上がらない場合

　スロットルレバーを倒すと 　キャブレターのニードルスクリュー(L,H)を調整する

　エンジンが低速になります。 　マイナスドライバーで１回締めこんでから１回から

　２回まで開いて調整する。

　（基準は１回と1/2回転）

⑦エンジン停止

　　燃料コックを閉じてエンジンを停止します。

　　完全にエンジンが停止するまで数秒かかります。
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